
 

2019年 3月 12日(火) 
14:00-17:00 東洋大学白山キャンパス 

6 号館 6103 教室 （逐次通訳つき） 

海外における介護労働：

グローバル化とジェンダー

の視点から 

イタリアと台湾、二つの社会の経験に学ぶ 

介護サービス市場のグローバル化が進むイタリアと台湾という二つの社会では、

どのようなビジョンのもと介護労働に関する政策が行われ、どのような社会的帰

結が生じているのでしょうか。EPA を通じた受け入れや、技能実習制度に介

護職種が追加されるなど、介護労働力をグローバルに求める方向に進む日本

社会について考えるためにも、二つの社会の経験に学び、議論します。 

 

 プログラム 

 

安里 和晃 氏 

（京都大学大学院准教授） 

家族主義的福祉レジーム

と保守主義的福祉レジー

ムの外国人介護従事者 

 

陳 正芬 氏 

（中國文化大學教授） 

台湾の高齢者ケア政策と

ケアワーカーの 

「内」と「外」 

 

宮崎 理枝 氏 

（大月短期大学教授） 

イタリアの移住介護（家

事）労働者に対する入

国管理と技能評価制度 

 

コメンテーター 

須田 木綿子 氏 

（東洋大学教授） 

 
 

主催 

東洋大学現代社会総合研究所 

プロジェクト「超高齢社会の医

療と介護に関する研究会」 

 

 

 

 


